
(57)【要約】

【課題】　電力装置の効率性およびエネルギ出力を向上

させるための装置および方法を提供する。

【解決手段】　電力装置は、可燃性の燃料を電気エネル

ギに化学的に変換するように構成された燃料電池を使用

する。廃棄燃料バーナーは、燃料電池が排出する未燃焼

の燃料を受けるように構成され、この廃棄バーナーは、

未燃焼の燃料を燃焼して加熱ガスを生成する。タービン

は、加熱ガスを受け、それによって駆動されるように構

成される。タービンは、コンプレッサに結合された駆動

軸を駆動するようにさらに構成される。コンプレッサは

、圧縮された酸化ガスを燃料電池に供給するために、酸

化ガスの加圧源を圧縮するように構成されて、燃料電池

の効率性を向上させる。発電機も駆動軸と結合され得、

この発電機はタービンによって回転される駆動軸から電

力を生成するように構成される。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 力 装 置 で あ っ て 、
　 可 燃 性 の 燃 料 を 電 気 エ ネ ル ギ に 変 換 す る よ う に 構 成 さ れ た 燃 料 電 池 と 、
　 前 記 燃 料 電 池 に よ っ て 排 出 さ れ た 未 燃 焼 の 燃 料 を 受 け る よ う に 構 成 さ れ 、 か つ 前 記 未 燃
焼 の 燃 料 を 燃 焼 し て 加 熱 ガ ス を 生 成 す る 廃 棄 燃 料 バ ー ナ ー と 、
　 前 記 加 熱 ガ ス を 受 け 、 か つ 前 記 加 熱 ガ ス に よ っ て 駆 動 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た タ ー ビ ン
と を 含 み 、 前 記 タ ー ビ ン は 駆 動 軸 を 駆 動 す る よ う に さ ら に 構 成 さ れ 、 前 記 電 力 装 置 は さ ら
に 、
　 前 記 駆 動 軸 に 結 合 さ れ た コ ン プ レ ッ サ を 含 み 、 前 記 コ ン プ レ ッ サ は 、 圧 縮 さ れ た 酸 化 気
体 を 前 記 燃 料 電 池 に 供 給 す る た め に 、 加 圧 さ れ た 酸 化 気 体 源 を さ ら に 圧 縮 す る よ う に 構 成
さ れ 、 前 記 電 力 装 置 は さ ら に 、
　 前 記 駆 動 軸 に 結 合 さ れ た 発 電 機 を 含 み 、 前 記 発 電 機 は 、 前 記 タ ー ビ ン に よ っ て 前 記 駆 動
軸 を 駆 動 す る こ と に よ り 電 気 エ ネ ル ギ を 生 成 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 電 力 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 燃 料 電 池 は 、 固 体 電 解 質 型 燃 料 電 池 を 含 み 、 前 記 可 燃 性 の 燃 料 は ジ ェ ッ ト 燃 料 を 含
む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 燃 料 電 池 お よ び 前 記 可 燃 性 の 燃 料 に よ っ て 発 せ ら れ た 廃 熱 を 受 け る よ う に 構 成 さ れ
た 改 質 装 置 を さ ら に 含 み 、 前 記 改 質 装 置 は 、 前 記 可 燃 性 の 燃 料 を 前 記 燃 料 電 池 に よ っ て 使
用 さ れ る 反 応 物 質 に 変 換 す る 補 助 を す る よ う に さ ら に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 改 質 装 置 は 、 蒸 気 改 質 装 置 、 触 媒 部 分 酸 化 改 質 装 置 、 ま た は 自 動 熱 改 質 装 置 の う ち
の １ つ で あ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 水 を 前 記 改 質 装 置 に 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ た 水 源 を さ ら に 含 み 、 前 記 改 質 装 置 は 、 前
記 水 源 か ら の 水 を 使 用 し て 、 前 記 可 燃 性 の 燃 料 を 前 記 反 応 物 質 に 変 換 す る 、 請 求 項 ３ に 記
載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 水 源 は 、 前 記 タ ー ビ ン か ら の 排 気 ガ ス を 受 け る よ う に 結 合 さ れ た 水 分 離 器 を 含 み 、
前 記 水 分 離 器 は 、 前 記 タ ー ビ ン か ら 受 け た 前 記 排 気 ガ ス か ら 水 を 抽 出 す る よ う に 構 成 さ れ
る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 水 分 離 器 に よ っ て 生 成 さ れ た 水 は 、 前 記 改 質 装 置 以 外 に よ っ て 使 用 さ れ る 、 請 求 項
６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 改 質 装 置 に よ っ て 前 記 可 燃 性 の 燃 料 か ら 変 換 さ れ た 前 記 反 応 物 質 は 、 水 素 お よ び 一
酸 化 炭 素 を 含 む 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 加 圧 さ れ た 酸 化 気 体 源 に は 、 水 蒸 気 が よ り 多 く 含 ま れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 水 蒸 気 が よ り 多 く 含 ま れ る 前 記 加 圧 さ れ た 酸 化 気 体 源 は 、 加 圧 さ れ た 航 空 機 か ら の 客 室
用 送 風 を 含 む 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 燃 料 電 池 に よ っ て 生 成 さ れ た 廃 熱 を 受 け 、 か つ 廃 熱 を 前 記 燃 料 電 池 に 戻 す よ う に 構
成 さ れ て 、 そ の 中 で 生 じ る 化 学 反 応 を 促 進 し 、 燃 料 電 池 の ス タ ッ ク を 通 し て 生 じ る 温 度 勾
配 を 減 じ る 、 少 な く と も １ つ の 熱 交 換 器 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 発 電 機 は 、 前 記 駆 動 軸 と 結 合 さ れ た 始 動 機 を さ ら に 含 み 、 前 記 始 動 機 は 、 前 記 タ ー
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ビ ン が 前 記 駆 動 軸 を 駆 動 し て い な い と き に 、 前 記 始 動 機 が 前 記 コ ン プ レ ッ サ を 駆 動 す る よ
う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 航 空 機 補 助 電 力 装 置 で あ っ て 、
　 ジ ェ ッ ト 燃 料 を 電 気 エ ネ ル ギ に 変 換 す る よ う に 構 成 さ れ た 燃 料 電 池 と 、
　 前 記 燃 料 電 池 に よ っ て 排 出 さ れ た 未 燃 焼 の 燃 料 を 受 け る よ う に 構 成 さ れ 、 か つ 前 記 未 燃
焼 の 燃 料 を 燃 焼 さ せ て 加 熱 ガ ス を 生 成 す る 、 廃 棄 燃 料 バ ー ナ ー と 、
　 前 記 加 熱 ガ ス を 受 け 、 か つ 前 記 加 熱 ガ ス に よ っ て 駆 動 さ れ る よ う に 構 成 さ れ た タ ー ビ ン
と を 含 み 、 前 記 タ ー ビ ン は 駆 動 軸 を 駆 動 す る よ う に さ ら に 構 成 さ れ 、 前 記 補 助 電 力 装 置 は
さ ら に 、
　 前 記 駆 動 軸 に 結 合 さ れ た コ ン プ レ ッ サ を 含 み 、 前 記 コ ン プ レ ッ サ は 、 圧 縮 さ れ た 航 空 機
の 客 室 用 送 風 を 前 記 燃 料 電 池 に 供 給 す る た め に 、 前 記 コ ン プ レ ッ サ 投 入 で 受 け た 航 空 機 の
客 室 用 送 風 を さ ら に 圧 縮 す る よ う に 構 成 さ れ 、 前 記 補 助 電 力 装 置 は さ ら に 、
　 前 記 駆 動 軸 に 結 合 さ れ た 発 電 機 を 含 み 、 前 記 発 電 機 は 、 前 記 タ ー ビ ン に よ っ て 前 記 駆 動
軸 を 駆 動 す る こ と に よ り 、 電 気 エ ネ ル ギ を 生 成 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 航 空 機 補 助 電 力 装
置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 燃 料 電 池 は 、 固 体 電 解 質 型 燃 料 電 池 を 含 む 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 燃 料 電 池 に よ っ て 発 せ ら れ た 廃 熱 を 受 け る よ う に 構 成 さ れ た 改 質 装 置 を さ ら に 含 み
、 前 記 改 質 装 置 は 、 前 記 ジ ェ ッ ト 燃 料 を 前 記 燃 料 電 池 に よ っ て 使 用 さ れ る 反 応 物 質 に 変 換
す る 補 助 を す る よ う に さ ら に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 改 質 装 置 は 、 蒸 気 改 質 装 置 、 触 媒 部 分 酸 化 改 質 装 置 、 ま た は 自 動 熱 改 質 装 置 の う ち
の １ つ で あ る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 水 を 改 質 装 置 に 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ た 水 源 を さ ら に 含 み 、 前 記 改 質 装 置 は 、 前 記 水
源 か ら の 水 を 用 い て 、 前 記 ジ ェ ッ ト 燃 料 を 前 記 反 応 物 質 に 変 換 す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の
装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 水 源 は 、 前 記 タ ー ビ ン か ら の 排 気 ガ ス を 受 け る よ う に 結 合 さ れ た 水 分 離 器 を 含 み 、
前 記 水 分 離 器 は 、 前 記 タ ー ビ ン か ら 受 け た 前 記 排 気 ガ ス か ら 水 を 抽 出 す る よ う に 構 成 さ れ
る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 水 分 離 器 に よ っ て 生 成 さ れ た 水 は 、 前 記 改 質 装 置 以 外 に よ っ て 使 用 さ れ る 、 請 求 項
１ ８ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 改 質 装 置 に よ っ て 前 記 ジ ェ ッ ト 燃 料 か ら 変 換 さ れ た 反 応 物 質 は 、 水 素 お よ び 一 酸 化
炭 素 を 含 む 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 燃 料 電 池 に よ っ て 生 成 さ れ た 廃 熱 を 受 け 、 か つ 廃 熱 を 前 記 燃 料 電 池 に 戻 す よ う に 構
成 さ れ て 、 そ の 中 で 生 じ る 化 学 反 応 を 促 進 し 、 燃 料 電 池 の ス タ ッ ク を 通 し て 生 じ る 温 度 勾
配 を 減 じ る 、 少 な く と も １ つ の 熱 交 換 器 を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 発 電 機 は 、 前 記 駆 動 軸 と 結 合 さ れ た 始 動 機 を さ ら に 含 み 、 前 記 始 動 機 は 、 前 記 タ ー
ビ ン が 前 記 駆 動 軸 を 駆 動 し て い な い と き に 、 前 記 始 動 機 が 前 記 コ ン プ レ ッ サ を 駆 動 す る よ
う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 電 力 を 供 給 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 可 燃 性 の 燃 料 を 電 気 エ ネ ル ギ に 化 学 的 に 変 換 す る ス テ ッ プ と 、
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　 可 燃 性 の 燃 料 の 前 記 化 学 的 な 変 換 に よ っ て 発 せ ら れ た 、 未 燃 焼 の 燃 料 を 燃 焼 し て 、 加 熱
ガ ス を 生 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 加 熱 ガ ス を 用 い て 、 投 入 さ れ た 酸 化 気 体 の 加 圧 源 を 機 械 的 に さ ら に 圧 縮 す る ス テ ッ
プ と 、
　 前 記 圧 縮 さ れ た 酸 化 気 体 を 用 い て 、 前 記 可 燃 性 の 燃 料 を 電 気 エ ネ ル ギ に 化 学 的 に 変 換 す
る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 加 熱 ガ ス を 用 い て 、 発 電 機 を 機 械 的 に 駆 動 し て 、 電 気 エ ネ ル ギ を 生 成 す る ス テ ッ プ
と を 含 む 、 電 力 を 供 給 す る た め の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 燃 料 電 池 は 、 前 記 可 燃 性 の 燃 料 を 化 学 的 に 変 換 す る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 燃 料 電 池 は 固 体 電 解 質 型 燃 料 電 池 を 含 み 、 前 記 可 燃 性 の 燃 料 は ジ ェ ッ ト 燃 料 で あ る
、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 可 燃 性 の 燃 料 を 、 前 記 可 燃 性 の 燃 料 を 化 学 的 に 変 換 す る 際 に 使 用 さ れ る 反 応 物 質 に
化 学 的 に 変 換 す る こ と に よ っ て 発 せ ら れ る 廃 熱 を 改 質 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項
２ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 改 質 す る ス テ ッ プ は 、 蒸 気 改 質 装 置 、 触 媒 部 分 酸 化 改 質 装 置 、 ま た は 自 動 熱 改 質 装
置 の う ち の １ つ に よ っ て 行 な わ れ る 、 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 廃 熱 を 改 質 す る 際 に 使 用 す る た め の 水 を 供 給 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ２ ３ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 水 を 供 給 す る ス テ ッ プ は 、 排 気 ガ ス を 用 い て 、 前 記 投 入 さ れ た 酸 化 気 体 の 加 圧 源 を 機 械
的 に さ ら に 圧 縮 し た 後 で 、 前 記 排 気 ガ ス か ら 水 を 抽 出 す る ス テ ッ プ に よ っ て も た ら さ れ る
、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 改 質 す る ス テ ッ プ は 、 水 素 お よ び 一 酸 化 炭 素 を 含 む 反 応 物 質 を も た ら す 、 請 求 項 ２
６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 加 圧 さ れ て 投 入 さ れ た 酸 化 気 体 源 に は 水 蒸 気 が よ り 多 く 含 ま れ る 、 請 求 項 ２ ３ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 加 圧 さ れ て 投 入 さ れ た 酸 化 気 体 源 は 、 加 圧 さ れ た 航 空 機 か ら の 客 室 用 通 風 を 含 む 、
請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 少 な く と も １ つ の 熱 交 換 器 を 用 い て 、 前 記 燃 料 電 池 に よ っ て 生 成 さ れ た 廃 熱 を 前 記 燃 料
電 池 へ 戻 し て 、 そ の 中 で 生 じ る 化 学 反 応 を 促 進 し 、 燃 料 電 池 の ス タ ッ ク を 通 し て 生 じ る 温
度 勾 配 を 減 じ る 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 加 圧 さ れ て 投 入 さ れ た 酸 化 気 体 源 を 機 械 的 に さ ら に 圧 縮 す る 加 熱 ガ ス が な い と き に
、 始 動 機 モ ー タ ー を 使 用 し て 、 投 入 酸 化 気 体 の 前 記 加 圧 源 を 機 械 的 に さ ら に 圧 縮 す る ス テ
ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　
　 本 発 明 は 一 般 的 に 、 航 空 機 の 電 力 供 給 に 関 し 、 よ り 特 定 的 に は 、 航 空 機 の た め の よ り 効
率 的 な 電 力 源 の 提 供 に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　
　 当 該 技 術 に お い て 理 解 さ れ る よ う に 、 航 空 機 は 、 機 内 シ ス テ ム に 電 気 を 与 え る た め の ２
種 類 の 補 助 電 力 装 置 （ Ａ Ｐ Ｕ ｓ ） 、 す な わ ち 、 タ ー ビ ン 駆 動 の Ａ Ｐ Ｕ ｓ お よ び 燃 料 電 池 Ａ
Ｐ Ｕ ｓ を 使 用 し 得 る 。 タ ー ビ ン 駆 動 の Ａ Ｐ Ｕ ｓ は 、 ジ ェ ッ ト 燃 料 を 燃 焼 さ せ て タ ー ビ ン を
駆 動 し 、 タ ー ビ ン が 今 度 は 発 電 機 を 駆 動 し て 電 気 エ ネ ル ギ を 生 成 す る 。 燃 料 電 池 は 、 燃 料
を 電 気 エ ネ ル ギ に 化 学 的 に 変 換 す る 。 航 空 機 が 地 上 に あ る 際 も 、 航 空 機 が 飛 行 中 の と き も
、 双 方 の 種 類 の Ａ Ｐ Ｕ ｓ を 用 い て 、 機 内 シ ス テ ム に 電 力 を 供 給 し 得 る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 双 方 の 種 類 の Ａ Ｐ Ｕ ｓ は 有 用 で あ る も の の 、 各 々 不 利 な 点 を 有 す る 。 タ
ー ビ ン 駆 動 の Ａ Ｐ Ｕ ｓ は 、 空 港 の 環 境 へ の か な り の 汚 染 の 原 因 と な り 得 、 こ れ は タ ー ビ ン
を 駆 動 す る の に 燃 料 を 燃 焼 さ せ る こ と に よ っ て 、 一 部 の ジ ェ ッ ト 燃 料 が 燃 焼 さ れ な い ま ま
と な り 、 窒 素 酸 化 物 （ Ｎ Ｏ X ） を 生 成 す る た め で あ る 。 一 方 で 、 燃 料 電 池 Ａ Ｐ Ｕ ｓ は 、 タ
ー ビ ン 駆 動 の Ａ Ｐ Ｕ ｓ よ り も 少 な い 排 出 物 質 し か 与 え な い が 、 高 い 高 度 で は 効 率 的 で は な
い 傾 向 が あ る 。 タ ー ビ ン で 電 力 供 給 さ れ た シ ス テ ム お よ び 燃 料 電 池 に お い て は 、 タ ー ビ ン
駆 動 の Ａ Ｐ Ｕ ｓ に よ っ て 、 燃 焼 済 み の 燃 料 を 燃 や す こ と に よ っ て 生 成 さ れ た 廃 熱 、 ま た は
燃 料 電 池 Ａ Ｐ Ｕ ｓ に よ っ て 発 熱 を 伴 っ て 生 成 さ れ た 廃 熱 を 活 用 し て 、 地 上 施 設 の た め の 建
物 ま た は 水 を 加 熱 す る 試 み が な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 双 方 の 場 合 に お い て 、 航 空 機 ま た は 他 の シ ス テ ム は 改 良 さ れ た Ａ Ｐ Ｕ ｓ か ら の 恩 恵 を 受
け 得 る 。 特 に よ り 高 い 高 度 で の 、 よ り 効 率 的 な 燃 料 電 池 Ａ Ｐ Ｕ ｓ に よ っ て 、 他 の 電 力 源 の
要 求 が 減 じ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し た が っ て 、 当 該 技 術 に お い て は 、 現 在 の シ ス テ ム と 比 べ て 、 少 な い 汚 染 物 質 を 生 成 し
、 少 な い 燃 料 を 消 費 す る 一 方 で 、 十 分 な 電 力 を 費 用 効 果 的 に 与 え る 、 改 良 さ れ た Ａ Ｐ Ｕ ｓ
お よ び 発 電 方 法 に 対 す る 、 ま だ 応 じ ら れ て い な い 要 求 が あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　
　 本 発 明 で は 、 電 力 装 置 の 効 率 性 お よ び エ ネ ル ギ 出 力 を 向 上 さ せ る た め の 装 置 お よ び 方 法
が 提 供 さ れ る 。 本 発 明 は 、 圧 縮 空 気 の 供 給 を 化 学 プ ロ セ ス に 与 え る こ と に よ っ て 、 可 燃 性
の 燃 料 を 電 気 エ ネ ル ギ に 変 換 す る た め の 化 学 プ ロ セ ス の 効 率 性 を 改 善 す る 。 化 学 プ ロ セ ス
に よ っ て 消 費 さ れ な か っ た 可 燃 性 の 燃 料 は 、 収 集 さ れ 燃 焼 さ れ て 、 タ ー ビ ン を 駆 動 し 、 こ
れ が 次 に コ ン プ レ ッ サ を 駆 動 し て 圧 縮 空 気 を 供 給 す る 。 さ ら に 、 発 電 機 を タ ー ビ ン に 結 合
し て 、 追 加 の 電 気 エ ネ ル ギ を 生 成 す る こ と が で き る 。 始 動 モ ー タ ー も コ ン プ レ ッ サ と 結 合
し て 、 始 動 プ ロ セ ス の 際 に 空 気 を 圧 縮 し 得 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 例 示 の 実 施 例 は 、 燃 料 電 池 が 可 燃 性 の 燃 料 を 電 気 エ ネ ル ギ に 化 学 的 に 変 換 す る
よ う に 構 成 さ れ た 電 力 装 置 で あ る 。 廃 棄 燃 料 バ ー ナ ー は 、 燃 料 電 池 に よ っ て 排 出 さ れ た 未
燃 焼 の 燃 料 を 受 け る よ う に 構 成 さ れ 、 こ の 廃 棄 バ ー ナ ー は 、 燃 焼 さ れ て い な い 燃 料 を 燃 焼
し て 、 加 熱 ガ ス を 生 成 す る 。 タ ー ビ ン は 、 加 熱 ガ ス を 受 け 、 か つ 加 熱 ガ ス に よ っ て 駆 動 さ
れ る よ う に 構 成 さ れ る 。 タ ー ビ ン は 、 コ ン プ レ ッ サ と 結 合 さ れ た 駆 動 軸 を 駆 動 す る よ う に
さ ら に 構 成 さ れ る 。 コ ン プ レ ッ サ は 、 圧 縮 さ れ た 酸 化 気 体 を 燃 料 電 池 に 供 給 す る た め に 、
酸 化 気 体 の 加 圧 源 を 圧 縮 す る よ う に 構 成 さ れ て 、 燃 料 電 池 の 効 率 性 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は ま た 、 燃 料 電 池 に よ っ て 生 成 さ れ た 廃 熱 か ら 反 応 物 質 を 抽 出 す る こ と の で き る
燃 料 改 質 装 置 を 組 み 込 み 得 る 。 本 発 明 は ま た 、 水 を 改 質 装 置 に 供 給 し て 、 反 応 物 質 の 抽 出

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-211706 A 2004.7.29

発 明 の 背 景

発 明 の 概 要



を 容 易 に し 得 る 。 所 望 で あ れ ば 、 そ の 水 は 、 加 熱 ガ ス か ら 水 を 抽 出 す る 水 分 離 器 に よ っ て
供 給 さ れ 得 る 。 改 質 装 置 に よ っ て 使 用 さ れ な い 水 は 、 他 の 目 的 の た め の 水 源 を 与 え 得 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 一 形 態 は 、 航 空 機 補 助 電 力 装 置 と し て 使 用 さ れ 得 る 。 こ の 電 力 装 置 は 空 気 を 好
適 に 圧 縮 し て 、 加 圧 さ れ て 投 入 さ れ た ガ ス を 燃 料 電 池 に 与 え て 電 力 の 生 成 を 高 め る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 、 お よ び 代 替 の 実 施 例 を 、 図 面 を 参 照 し て 以 下 に 詳 細 に 記 載 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の ハ イ ブ リ ッ ド 燃 料 電 池 ／ タ ー ビ ン 駆 動 の 補 助 電 力 装 置 （ Ａ Ｐ Ｕ ｓ ） １
０ ０ の １ つ の 例 示 の 実 施 例 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 燃 料 電 池 １ ０ ４ は 、 陽 極 部 分 １ ０ ８ お よ
び 陰 極 部 分 １ １ ２ を 有 し 、 こ れ ら は と も に 直 流 （ Ｄ Ｃ ） 電 力 を 与 え る 。 与 え ら れ た Ｄ Ｃ 電
力 を 次 に イ ン バ ー タ １ １ ６ に 供 給 し て 、 交 流 （ Ａ Ｃ ） 電 力 を 電 気 シ ス テ ム １ １ ８ に 与 え る
こ と が で き る 。 し た が っ て 、 Ｄ Ｃ お よ び Ａ Ｃ 電 力 の 双 方 が 、 本 発 明 の 実 施 例 に よ っ て 与 え
ら れ る 。 現 時 点 に お い て 好 ま し い 一 実 施 例 に お い て 、 燃 料 電 池 は 固 体 電 解 質 型 燃 料 電 池 （
Ｓ Ｏ Ｆ Ｃ ） で あ る 。 本 明 細 書 に 記 載 し た 例 示 の 実 施 例 は 、 航 空 機 へ の 応 用 に つ い て 述 べ る
が 、 本 発 明 の 実 施 例 は ま た 、 船 、 タ ン ク 、 軍 用 車 両 、 電 車 等 と い っ た 他 の 交 通 シ ス テ ム に
お い て 使 用 さ れ る 可 能 性 が あ る 。 本 発 明 の 実 施 例 は ま た 、 地 上 発 電 の 応 用 の た め に 使 用 さ
れ る 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 燃 料 電 池 １ ０ ４ は 、 ジ ェ ッ ト 燃 料 の 供 給 １ ２ ０ を 受 け る 。 ジ ェ ッ ト 燃 料 の 供 給 １ ２ ０ は
、 熱 交 換 機 １ ２ ４ お よ び 改 質 装 置 １ ２ ８ を 通 っ て 経 路 付 け ら れ る 。 熱 交 換 機 １ ２ ４ は 、 燃
料 電 池 １ ０ ４ の 陽 極 部 分 １ ０ ８ ま た は 燃 料 電 池 ス タ ッ ク （ 図 示 せ ず ） そ れ 自 体 に よ っ て 生
成 さ れ た 熱 い 排 気 ガ ス １ ３ ２ を 受 け 、 そ の 熱 は ジ ェ ッ ト 燃 料 の 供 給 １ ２ ０ に 与 え ら れ て 、
ジ ェ ッ ト 燃 料 の 供 給 １ ２ ０ の 温 度 を 上 昇 さ せ 、 改 質 装 置 １ ２ ８ の 化 学 プ ロ セ ス を 促 進 す る
。 改 質 装 置 １ ２ ８ は 、 そ う し て 加 熱 さ れ た 、 た だ し 粘 結 点 よ り 低 い 温 度 で 加 熱 さ れ た ジ ェ
ッ ト 燃 料 の 供 給 １ ２ ０ を 、 水 素 お よ び 一 酸 化 炭 素 に 改 質 し 、 こ れ ら が 燃 料 電 池 １ ０ ４ に よ
っ て 使 用 さ れ る 。 こ の 改 質 装 置 は 、 蒸 気 改 質 装 置 、 触 媒 部 分 酸 化 改 質 装 置 、 自 動 熱 改 質 装
置 、 ま た は 燃 料 を 、 燃 料 電 池 １ ０ ４ に よ っ て 使 用 さ れ る 水 素 お よ び 一 酸 化 炭 素 の 反 応 物 質
へ と 変 換 す る こ と の で き る 別 の 同 様 の 種 類 の 改 質 装 置 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 燃 料 電 池 １ ０ ４ は ま た 、 投 入 ガ ス 供 給 １ ３ ６ を 受 け 、 こ の 投 入 ガ ス の 供 給 は 、 本 発 明 の
実 施 例 に お い て 、 加 圧 供 給 で あ る 。 １ つ の 現 在 好 ま れ る 実 施 例 に お い て 、 以 下 で さ ら に 説
明 さ れ る プ ロ セ ス を 通 し て 、 駆 動 軸 １ ４ ４ に よ っ て 駆 動 さ れ る コ ン プ レ ッ サ １ ４ ０ は 、 投
入 ガ ス の 供 給 を 圧 縮 し て よ り 濃 密 で よ り 構 成 要 素 が 豊 富 な 投 入 ガ ス の 供 給 を 燃 料 電 池 １ ０
４ に 与 え る 。 先 述 の よ う に 、 現 在 考 え ら れ る 燃 料 電 池 は 高 い 高 度 で 非 効 率 的 で あ る 。 こ の
非 効 率 性 は 、 一 つ に は 、 気 圧 が 低 い た め で あ る 。 投 入 ガ ス 供 給 １ ３ ６ を 加 圧 す る こ と に よ
っ て 、 燃 料 電 池 １ ０ ４ に お け る 化 学 反 応 の 効 率 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 し た 実 施 例 に お い て 、 未 加 工 の ガ ス 投 入 の 供 給 は 、 好 適 に 航 空 機 の 客 室 用 送 風
１ ４ ８ と す る こ と が で き る 。 既 に 加 圧 さ れ た 航 空 機 の 客 室 用 送 風 １ ４ ８ を 用 い る こ と に よ
り 、 た と え ば 、 燃 料 電 池 へ の 投 入 ガ ス の 圧 力 を 、 約 ３ ５ ， ０ ０ ０ フ ィ ー ト の 典 型 的 な 民 間
航 空 機 の 巡 航 高 度 で 約 ３ ． ５ ポ ン ド 平 方 イ ン チ （ Ｐ Ｓ Ｉ ） の 圧 力 か ら 、 典 型 的 な 客 室 圧 力
で あ る 約 １ ０ ． ９ Ｐ Ｓ Ｉ ま た は そ れ 以 上 に 増 大 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 コ ン プ レ ッ サ
１ ４ ０ を 用 い て そ の ガ ス を さ ら に 圧 縮 す れ ば 、 航 空 機 の 客 室 用 送 風 １ ４ ８ を 、 さ ら に ２ ．
５ 倍 か ら ５ ． ０ 倍 程 度 圧 縮 し て 、 燃 料 電 池 １ ０ ４ の 化 学 プ ロ セ ス を さ ら に 促 進 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 航 空 機 の 客 室 用 送 風 １ ４ ８ を 用 い る こ と は 、 そ の 中 に 水 蒸 気 が 比 較 的 豊 富 で あ り 、 水 が
改 質 装 置 １ ２ ８ に よ っ て な さ れ る 化 学 変 換 に お い て 使 用 さ れ る と い う 点 で 、 さ ら に 別 の 利
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点 を 有 す る 。 高 い 高 度 の 大 気 よ り も 水 蒸 気 が よ り 豊 富 な 、 航 空 機 の 客 室 用 送 風 １ ４ ８ を 有
利 に 使 用 す る こ と に よ っ て 、 か つ そ れ を さ ら に 圧 縮 す る こ と に よ っ て 、 高 密 度 で 濃 厚 な 投
入 ガ ス 供 給 １ ３ ６ は 燃 料 電 池 １ ０ ４ を さ ら に よ り 効 率 的 な も の に す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ に 示 し た よ う に 、 圧 縮 さ れ た 投 入 ガ ス 供 給 １ ３ ６ は ま た 、 熱 交 換 器 １ ５ ２ を 通 過 し
、 こ の 熱 交 換 器 は 、 燃 料 電 池 １ ０ ４ の 陰 極 部 分 １ １ ２ に よ っ て 生 成 さ れ た 熱 い 排 気 ガ ス １
５ ６ に よ っ て 暖 め ら れ る か 、 ま た は 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク （ 図 示 せ ず ） そ れ 自 体 か ら 失 わ れ
た 熱 に よ っ て 暖 め ら れ る 。 当 業 者 に よ っ て 理 解 さ れ る よ う に 、 投 入 ガ ス 供 給 １ ３ ６ の 温 度
を 上 昇 さ せ る こ と に よ っ て 、 燃 料 電 池 １ ０ ４ に よ っ て 行 な わ れ る 化 学 的 プ ロ セ ス が さ ら に
向 上 し 、 燃 料 電 池 ス タ ッ ク （ 図 示 せ ず ） に 対 す る 温 度 勾 配 が 減 じ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ に 示 し た よ う に 、 燃 料 電 池 １ ０ ４ の 陽 極 部 分 １ ０ ８ に よ っ て 生 成 さ れ た 排 気 ガ ス １
３ ２ 、 お よ び 燃 料 電 池 の 陰 極 部 分 １ １ ２ に よ っ て 生 成 さ れ た 排 気 ガ ス １ ５ ６ は 、 収 集 さ れ
、 バ ー ナ ー １ ６ ０ で 燃 焼 さ れ る 。 陽 極 部 分 １ ０ ８ の 排 気 ガ ス １ ３ ２ は 、 燃 料 電 池 １ ０ ４ 内
の 化 学 反 応 に よ っ て 変 換 さ れ な か っ た 燃 焼 さ れ て い な い ジ ェ ッ ト 燃 料 を 含 む 。 本 発 明 の １
つ の 現 在 好 ま し い 実 施 例 に お い て 、 バ ー ナ ー １ ６ ０ に お け る こ の 燃 焼 さ れ て い な い ジ ェ ッ
ト 燃 料 を 捕 え て 、 燃 焼 し た 結 果 、 加 圧 さ れ 加 熱 さ れ た ガ ス 流 １ ６ ４ が 生 じ 、 こ れ は タ ー ビ
ン １ ６ ８ を 強 制 的 に 駆 動 さ せ る こ と が で き る 。 タ ー ビ ン １ ６ ８ は 、 駆 動 軸 １ ４ ４ と 結 合 さ
れ て 、 そ の 駆 動 軸 １ ４ ４ を 駆 動 し て 、 そ れ が 他 の 用 途 の た め に 機 械 的 に 変 換 さ れ た エ ネ ル
ギ を 分 け 与 え る こ と が で き る よ う に す る 。 先 述 の よ う に 、 １ つ の こ の よ う な 用 途 は 、 コ ン
プ レ ッ サ １ ４ ０ を 回 転 さ せ て 、 燃 料 電 池 １ ０ ４ へ の 投 入 ガ ス 供 給 １ ３ ６ を 加 圧 す る こ と で
あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 現 時 点 で 好 ま し い 実 施 例 に お い て 、 タ ー ビ ン １ ６ ８ に よ っ て 生 成 さ れ 、 か つ 駆
動 軸 １ ４ ４ に 与 え ら れ た 機 械 エ ネ ル ギ の 別 の 用 途 は 、 駆 動 軸 １ ４ ４ に 結 合 さ れ た 始 動 機 ／
発 電 機 １ ７ ２ を 回 転 さ せ る こ と で あ る 。 そ の 発 電 機 の 機 能 の 一 部 と し て 、 始 動 機 ／ 発 電 機
１ ７ ２ は 、 駆 動 軸 の 回 転 に お い て 現 わ れ た 機 械 エ ネ ル ギ を 電 力 に 変 換 し て 、 航 空 機 シ ス テ
ム の た め の 別 の 電 力 源 を 与 え る 。 図 １ に 示 し た よ う に 、 燃 料 電 池 １ ０ ４ の Ｄ Ｃ 出 力 の す べ
て は 、 イ ン バ ー タ １ １ ６ に 供 給 さ れ て 、 Ａ Ｃ 電 流 を 航 空 機 シ ス テ ム １ １ ８ に 与 え る も の と
し て 示 さ れ 、 始 動 機 ／ 発 電 機 １ ７ ２ の 本 来 的 に Ａ Ｃ の 出 力 も 、 航 空 機 シ ス テ ム １ １ ８ に 直
接 与 え ら れ る も の と し て 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 当 業 者 に よ っ て 理 解 さ れ る よ う に
、 燃 料 電 池 １ ０ ４ お よ び ／ ま た は 始 動 発 電 機 １ ７ ２ に よ る 電 力 の 出 力 は 、 必 要 に 応 じ て 分
割 さ れ 、 方 向 付 け ら れ 、 お よ び ／ ま た は 変 換 さ れ て 、 さ ま ざ ま な 航 空 機 シ ス テ ム に と っ て
望 ま れ る よ う な 交 流 の お よ び 直 流 の 電 力 量 を 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 現 時 点 で 好 ま し い 実 施 例 に お け る 始 動 機 ／ 発 電 機 １ ７ ２ の 別 の 機 能 は 、 始 動 機
と し て の 機 能 で あ る 。 バ ー ナ ー １ ６ ８ が 、 収 集 さ れ た 燃 焼 さ れ て い な い ジ ェ ッ ト 燃 料 を 燃
焼 し て い な い と き に は 、 タ ー ビ ン １ ６ ８ を 駆 動 し て 駆 動 軸 １ ４ ４ を 駆 動 さ せ て 、 コ ン プ レ
ッ サ １ ４ ０ を 回 転 さ せ る よ う な 加 熱 さ れ た ガ ス 流 １ ６ ４ が 生 じ な い 。 加 圧 さ れ て 投 入 さ れ
た ガ ス の 供 給 １ ３ ６ は 、 燃 料 電 池 １ ０ ４ の 機 能 性 を 向 上 さ せ る た め 、 始 動 機 ／ 発 電 機 １ ７
２ に は 、 そ れ が 結 合 さ れ た 駆 動 軸 １ ４ ４ を 駆 動 し て 、 コ ン プ レ ッ サ １ ４ ０ を 回 転 さ せ 、 加
圧 さ れ て 投 入 さ れ た ガ ス の 供 給 １ ３ ６ を 生 み 出 す 電 力 源 （ 図 示 せ ず ） を 供 給 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 現 時 点 で 好 ま し い 実 施 例 の 別 の 局 面 は 、 水 分 離 器 １ ８ ０ で あ る 。 水 分 離 器 １ ８
０ は 、 タ ー ビ ン の 排 気 ガ ス 流 １ ８ ４ を 受 け 、 こ の 排 気 ガ ス 流 は バ ー ナ ー １ ６ ０ に お け る ジ
ェ ッ ト 燃 料 の 燃 焼 に よ り 保 湿 性 が 高 く な る 。 水 分 離 器 １ ８ ０ は 、 タ ー ビ ン の 排 気 ガ ス 流 １
８ ４ か ら 、 収 集 さ れ た 水 の 供 給 １ ８ ８ を 抽 出 す る 。 当 業 者 に よ っ て 理 解 さ れ る よ う に 、 水
分 離 器 １ ８ ０ に よ っ て 抽 出 さ れ た 、 収 集 さ れ た 水 の 供 給 １ ８ ８ を 、 改 質 装 置 １ ２ ８ に 経 路
付 け ら れ た 航 空 機 に お い て 使 用 し て 、 燃 料 電 池 の た め の 反 応 物 質 の 生 成 を 高 め る こ と が で
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き る 。 燃 料 電 池 １ ０ ４ か ら の 排 気 ガ ス 、 な ら び に ／ ま た は 水 分 離 器 １ ８ ０ に よ っ て 抽 出 さ
れ な か っ た 水 お よ び 水 蒸 気 か ら 成 る 排 気 ガ ス １ ９ ６ は 、 排 気 ガ ス と し て 放 出 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ は 、 燃 料 電 池 お よ び タ ー ビ ン 駆 動 の 電 力 生 成 の 混 合 を 用 い て 、 電 力 を 生 成 す る た め
の 方 法 ２ ０ ０ を 示 し た フ ロ ー 図 で あ る 。 ブ ロ ッ ク ２ １ ０ で 、 燃 料 電 池 反 応 の た め に 使 用 さ
れ る 投 入 ガ ス を 機 械 的 に 圧 縮 し て 、 投 入 ガ ス に お い て 、 燃 料 電 池 に よ っ て 使 用 さ れ る 投 入
ガ ス の 成 分 が よ り 濃 密 で 豊 富 で あ る よ う に す る 。 先 述 の よ う に 、 こ の ス テ ッ プ へ の ガ ス の
投 入 は 、 加 圧 客 室 用 送 風 と い っ た 既 に 加 圧 さ れ た ガ ス 源 で あ っ て も よ い 。 先 述 の よ う に 、
他 の 機 械 エ ネ ル ギ 源 が こ の プ ロ セ ス に 利 用 可 能 で な い と き に 、 始 動 機 ／ 発 電 機 １ ７ ２ （ 図
１ ） を 使 用 し て 、 コ ン プ レ ッ サ １ ４ ０ を 回 転 さ せ て 投 入 ガ ス を 圧 縮 し 得 る 。 ブ ロ ッ ク ２ ２
０ （ 図 ２ ） で 、 可 燃 性 の 燃 料 は 、 燃 料 電 池 に よ っ て 行 な わ れ 得 る よ う に 、 電 気 に 化 学 的 に
変 換 さ れ る 。 ブ ロ ッ ク ２ ３ ０ で 、 ブ ロ ッ ク ２ ２ ０ で の 化 学 変 換 ス テ ッ プ で 燃 焼 さ れ な か っ
た 燃 料 を 次 に 燃 焼 し て 、 投 入 ガ ス の エ ネ ル ギ 含 量 を 増 大 さ せ る 。 ブ ロ ッ ク ２ ４ ０ で 、 現 時
点 で 好 ま し い 実 施 例 に お い て 、 燃 焼 さ れ な か っ た 燃 料 の 燃 焼 に よ っ て 生 成 さ れ た 機 械 エ ネ
ル ギ を ま た 使 用 し て 、 先 述 の よ う に 始 動 機 ／ 発 電 機 １ ７ ２ （ 図 １ ） を 駆 動 す る 等 に よ り 、
電 気 を 機 械 的 に 生 成 す る 。 こ の プ ロ セ ス は 望 ま れ れ ば 繰 返 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ は 、 燃 料 電 池 の 圧 力 を Ｘ 軸 上 に 示 し 、 そ れ に 対 す る 電 力 の 増 加 の 割 合 を Ｙ 軸 上 に 示
す こ と に よ っ て 、 気 圧 の 、 燃 料 電 池 の 性 能 へ の 影 響 を 示 す グ ラ フ ３ ０ ０ で あ る 。 グ ラ フ ３
０ ０ か ら 見 て 取 れ る よ う に 、 燃 料 電 池 に 供 給 さ れ る 圧 力 が 増 加 す る と 、 電 力 の 出 力 が 、 特
に 約 １ 気 圧 か ら ３ 気 圧 の 範 囲 で 増 大 す る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 一 実 施 例 で は 、 燃 料 電 池
の 圧 力 を 、 周 囲 圧 力 の ２ ． ５ 倍 か ら ５ ． ０ 倍 に 増 大 さ せ る の で 、 本 発 明 の 実 施 例 は 、 燃 料
電 池 の 発 電 量 を 向 上 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ４ は 、 航 空 機 の 巡 航 時 間 に 対 す る 、 全 質 量 お よ び 有 効 全 質 量 を 示 し た グ ラ フ ４ ０ ０ で
あ る 。 標 準 の タ ー ビ ン で 電 力 供 給 さ れ た Ａ Ｐ Ｕ の 固 定 重 量 ４ ２ ０ お よ び 本 発 明 の 実 施 例 の
質 量 ４ １ ０ が 、 本 発 明 の 実 施 例 の 有 効 全 質 量 ４ ４ ０ と 共 に 示 さ れ て い る 。 有 利 な こ と に 、
燃 料 電 池 Ａ Ｐ Ｕ の た め の 有 効 全 質 量 は 、 燃 料 電 池 プ ロ セ ス の 結 果 と し て 燃 料 が 節 約 さ れ 水
が 生 成 さ れ る た め に 、 巡 航 時 間 と と も に 減 少 す る 。 本 発 明 の １ つ の 実 施 例 に 従 う と 、 有 効
全 質 量 ４ ４ ０ は 、 そ の よ り 優 れ た 効 率 性 の た め に 、 よ り 急 激 に 減 少 し 、 巡 航 時 間 が 約 ４ 時
間 後 の 時 点 ４ ５ ０ で 、 本 発 明 の 実 施 例 の 有 効 全 質 量 ４ ４ ０ は 、 タ ー ビ ン で 電 力 供 給 さ れ た
Ａ Ｐ Ｕ の 全 質 量 ４ ２ ０ よ り も 少 な く な る 。 こ の 有 効 全 質 量 に お け る 改 善 は 、 先 述 の 減 じ ら
れ た 汚 染 物 質 を 考 慮 に 入 れ て な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 を 示 し 、 説 明 し て き た が 、 先 述 の よ う に 、 本 発 明 の 精 神 お よ び
範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 多 く の 変 更 を 行 な う こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 範
囲 は 、 好 ま し い 実 施 例 の 開 示 に よ っ て 制 限 さ れ な い 。 代 わ り に 、 本 発 明 は 、 別 掲 の 特 許 請
求 の 範 囲 を 参 照 し て 完 全 に 決 定 さ れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 を 使 用 し た 、 ハ イ ブ リ ッ ド 固 体 電 解 質 型 燃 料 電 池 の 補 助 電 力 装 置
の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 を 使 用 し て 、 補 助 電 力 を 生 成 す る 方 法 の フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 燃 料 電 池 に か か る 気 圧 に 対 す る 電 力 性 能 の 増 大 を 示 し た グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 補 助 電 力 装 置 に つ い て 、 巡 航 時 間 に 対 す る 全 質 量 お よ び 有 効 全 質 量 を 示 し た グ ラ
フ で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ ０ ０ 　 補 助 電 力 装 置 （ Ａ Ｐ Ｕ ｓ ） 、 １ ０ ４ 　 燃 料 電 池 、 １ １ ６ 　 イ ン バ ー タ 、 １ ２ ０
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